
重要3疾病の一つである血管病に含まれる急性冠症候群は、急性発症して生命に関わる重篤な疾患群であり、急性期の血行再
建治療に視点が行きがちですが、その後の二次予防（再発予防）が特に重要であることも広く認識されています。

急性冠症候群を発症された方を含む、血管病のハイリスク患者さんの場合、LDLコレステロール（以下、LDL-C）を下げること、特に
70mg/dl未満を達成することが血管病再発の減少に直結することが明らかになっています。

しかしながら、広島市*で実施された約57000人を対象にした調査によると、血管病のハイリスク患者さんのLDL-C 70mg/dl未満
の達成率は10%未満であったことが判明しています（図）。

*広島市・株式会社データホライゾン・ノバルティスファーマ株式会社が2024年1月に締結した共同事業契約のもと実施
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